
●１００歳を超えた患者さん。自宅で転倒し骨折し入院する。その後、当院へ転院。入院当初はリハビリをしすぎたり、

肺炎を起こしかけたりしていた。高齢のこともあり、看取りと言われていたが、すっかり元気になり、他の病院へ転院

が決まる。患者さんは水羊羹を作ることが夢と伺っていたため、みんなで画策して、退院前日に水羊羹をみんなで作っ

て食べた。とても満足していただき、無事に退院を迎えた。退院の時、患者さんはこの病院で最後までいたいと言って

いたとのこと。スタッフみんなの心使いが患者さんに届いたエピソードだった。 

●70 代の男性。間質性肺炎で挿管している。本人は嫌だと言っているが、家族

がどうしてもとの意向があった。苦しい状態が続いており、今後本人がどうした

いかで、緩和ケアに切り替えたいとの思いで最期は看取りとなった。“苦しくて

どうにかしてほしい”本人の思いと、挿管して治療しても望みが薄いと言われて

いたが、“見込みがあれば”という家族の思いがあった。家族とこんなにたくさん

話したのは初めてだったというくらい家族に関わったケースでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健和会では日頃の看護実践で心に残った場面を、きらりと輝く事例をキラリ看護と呼んでいます。毎月 1 回現場のキラリ

看護を持ち寄って交流しています。今月はその一部をご紹介します。 

みさと健和病院・柳原病院・柳原リハビリテーション病院 

発行：医療法人財団健和会（東京・埼玉）看護学生室 

〒341-8555 埼玉県三郷市鷹野 4-494-1 

TEL：048-955-9548 FAX：048-955-9549 

HP： http://www.kenwa－kango.com 

“みりょくなないろ”で検索‼ 

 

 

「毎日緊張の連続ですが、先輩に見
守られながら頑張ってます‼」 

「まだ緊張はしますが、日々看護って楽し
い！と感じながら頑張ってます‼」 

先輩に混ざって 
保清ケアの打合せ♪ 

困っていると先輩からのや
さしい声をかけが・・・♪ 

朝の申し送り 

電子カルテにも慣れました♪ 

ホッとひとときランチタイム 
この時ばかりは仕事を離れて世間話 患者さんのスケジュール確認中‼ 

電子カルテをみな
がら情報収集中♪ 

http://www.kenwa-kango.com/

